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【 ご 挨 拶 】

　会員の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶
び申し上げます。
　ふるさと長井会が設立して４年目、会報４号が２０２０年、
令和２年に発刊するに至りました。会員の皆様の暖かいご
支援、ご協力にあらためて感謝を申し上げます。この４年
間を振り返ると、会がスタートして１年目は走りながら考え
行動するのが精一杯でした。２年、３年と経験を積んで漸
く活動も定着しつつあります。
　長井会の活動の特色は、全国版ビジネス誌コロンブスに
ふるさと恩返し活動と紹介されましたように、会員の親睦と
交流とふるさと長井を応援することを両輪に活動しているこ
とであり、他のふるさと会にみられない目的をもって活動し
ていることです。
　長井会の活動については市民の皆さんの理解が深まり、
小・中学生や高校生向け出前授業や大人向け市民講座が
始まり、市民の皆さんとの交流の場も生まれています。こ
れからも幅広い交流を活かし、ふるさと創生に協力，応援
を進めて参ります。皆様の変わらぬご支援ご協力と新しい
会員の勧誘にご協力いただき、ふるさとへの恩返しにお力添
えを賜わりますようお願い申し上げます。

　ふるさと長井会会員の皆様には日頃から、長井市に格別
のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　会員の皆様には、ますます活発に活動いただいており、
特に、今年度初めて開催いただいた「ふるさと長井会市民
講座」は市民にも大変好評で、市民の見識を広めるいい機
会を設けていただきました。
　長井市は、今年策定した「第２期長井市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」に基づき、第１期から継続して「教育・
子育て」を柱としながらも、「未来技術の活用」や「健康
寿命の延伸」などの新たな視点を取り入れながら、本市の
未来を担う子ども達や子育て世代にとって魅力あるまちづく
りを目指し “長井創生” をさらに加速させてまいります。超
少子高齢化や若者流出など人口減少が進む中、持続可能
な地域社会を創っていくためには、様々な分野において、
貴会からのお力添えが不可欠であると確信しております。
引き続き長井市にお力を貸していただき、ふるさと長井をま
すます盛り上げていただきますようお願い申し上げます。
　結びに、ふるさと長井会の益々のご発展と会員の皆様の
ご健勝、ご活躍を心からお祈り申し上げます。
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【令和元年度の主な活動報告】 【令和２年度　総会・交流会の延期についてのご連絡】

ふるさと長井会会員及びサポーター会員募集にご協力ください

１．総会・交流会（６月16日）
 （実行委員長　梅津武副会長）
　会場：プラザ・アペア（大田区西蒲田）117名出席

２．理事会
・第 1回（5月25日）
  各部会の活動、予算の決定、総会の流れの確認
・第 2回（10月9日）
  上半期の活動・予算執行の中間報告
・第 3回（1月25日）
  次期会長、理事候補者の選出
・第 4回 （3月）
  2019 年度の活動・予算執行の報告と2020 年度の活動案・
  予算案（メール会議）
３．役員・幹事会（6月16日）
  総会前の最終段取りと準備（6月23日）
４．会員の交流
  『ふるさと長井会いも煮会』(11月23日 )
 （実行委員長　工藤美知尋理事）
  会場：もー吉 ( 新宿区神楽坂） 60 名出席
５．「エフエムい～じゃん　おらんだラジオ」への出演（8月27日）
〔出演者〕安部会長、梅津副会長、桑島副会長、
　　　　 齋藤副会長、那須事務局長
〔内　容〕「ふるさと長井会について」市が提供する番組枠で、
　　　　本会の創立、現在の活動等

６．長井市との意見交換会（8月27日）　
　タスパークホテル

７．山形県人東京連合会、友誼団体との交流
1) 山形県人東京連合会（9月16日 第 81回 総会・県人まつり
　安部会長以下 12 名出席
　理事会、賀詞交換会（安部会長、工藤理事）
2) 東京川西会（5月19日安部会長、梅津副会長）
3) 東京いいで会（7月28日桑島副会長、那須事務局長）
4) 東京南陽会（9月23日　安部会長）
5) 関東致芳会（11月 9日　安部会長、梅津副会長、　安部
　義男理事）
6) 花回廊ようざんろーどをつくる会（12月 8日　桑島副会長）
7) 小国郷人会（2月22日　中止）

８．おらんだラジオへの『ふるさと長井会提供番組』
　9月より毎月第 2 水曜日17:45 ～18:00

９．報道
　第 1 回市民講座（11 月 8 日　八木倫明氏　「世界の民謡
　名曲から学ぶ」）山形新聞に掲載（11月13日）

（記事より　一部抜粋）
　長井市出身の県外在住者らでつくる「ふるさと長井会」（安
部浩会長）主催の市民講座が 8 日、同市の旧長井小学校第
一校舎で初めて開かれた。ケーナ奏者八木倫明さん（同市
出身）が講演し、演奏も披露した。
　八木さんは世界の民謡、名曲をテーマに講演した。自ら
訳詞を手掛けたイングランド民謡「広い河の岸辺」やペルー
の民族的歌芝居「コンドルは飛んで行く」の序曲などを例示
し、悲しい逸話や弾圧をきっかけに生まれた成り立ちを紹介。
「ままならない人生のつらさが反映され、誕生した名曲は多
い。音楽や料理などの創造的な作業は困難を乗り越える一
つの方法ではないか」と話した。
引き続き、ギタリスト清永充美さんと共に紹介した楽曲など
を演奏した。市民約 60人が参加した。

　6 月中旬に開催を予定していた総会・交流会ですが、新型コロナウィルス等の影響を考慮し、今秋以降に延期する
ことといたしました。今後の状況にもよりますが、開催に向けて役員で検討を進めてまいります。開催時期が決まりま
したら、改めて文書等でご案内いたします。

　ふるさと長井会では、一緒に長井を応援してくれる方を募集しています。会員の皆様におかれましては、長井市出
身の方はもちろん、会の目的である「ふるさと長井との交流及び情報交換を密にし、長井市の発展に寄与する」に
賛同してくれる方の勧誘をよろしくお願いいたします。なお、山形県外にお住まいの方は「会員」として、山形県内
にお住まいの方は「サポーター会員」となります。入会方法については下記をご確認ください。

〇入会方法
　ふるさと長井会入会申込書に必要事項をご記入のうえ、郵
送、電子メール、FAX のいずれかの　方法で下記の連絡先
までご連絡ください。ふるさと長井会入会申込書は長井市ホー
ムページよりダウンロードいただくか、長井市総合政策課まで
お問い合わせください。　
申込 用紙⇒「ふるさと長 井 会 会員を募 集します！」
(https://www.city.nagai.yamagata.jp/soshiki/sougoseisaku
/2/1/782.html)
〇連絡先・問合せ先
「ふるさと長井会事務局」（長井市総合政策課内）
　住所：〒993-8601　山形県長井市ままの上 5-1　
　電話：0238-87-0714　　FAX：0238-83-1070　
　E-mail：koryu@city.nagai.yamagata.jp

ふるさと長井会の会員数　４８７人
（令和 2 年 3月末現在）
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【部会報告①】【令和２年度の主な事業計画】

本年度の主な行事は、以下のとおりです。
○第４回総会交流会の開催　令和元年 6 月 16 日（日）東京都大田区のプラザアペアで開催し、会員及び
来賓の出席者は 117名でした。その模様は５ページに記載。
○ふるさと長井会いも煮会は、11月 23 日（土）新宿区神楽坂のもー吉で開催しました。悪天候にも関わら
ず６０名超の参加者で会場はあふれるばかりで活況でした。その模様は 7ページに記載。
○会報第 3号は 4月中旬に発送しました。8ページから12ページと内容を拡充しました。
・第 4 号は、12 ページですが、内容を充実するとともに新たに広告の掲載も行いました。長井会及び会員
のトピックスや意見なども前号以上取り上げています。今後とも会員の情報を積極的に取り上げていきます。
みなさんの情報やご意見をお寄せください。ご協力お願いいたします。
【会員関係について】
・会員証は発行 2 年目ですが。本年度、長井市内での優待制度を一部利用できるようにしました。今後カー

　ド保有のメリット拡大策が検討課題です。
・会員名簿を皆さんにお届けしました。会員名簿は、会員交流の基礎となるものですが、情報が悪用される恐れも考慮し、会員
　情報の厳重な管理を行うとともに必要最小限の記載（氏名、居住の市町村名、出身地区名）としています。
・会員増強は会の基盤であり、一番重要と考えております。皆さんから入会希望者を積極的にご紹介くださるようご協力をお願い
　します。

【出前授業】
鈴木勉部会長が昨年の長井小学校、致芳小学校に引き続き、11 月 22 日 （金）に西根小学校、平野小学
校で「世界に飛び出そう！」のテーマで出前授業を行った。
【市民講座】
（1）11 月 8 日（金）ケーナ奏者で当会の八木倫明幹事が「世界の民謡名曲から学ぶ」と題して長井小学
校で市民に披露した。その模様は山形新聞に掲載された。( 前ページ参照 )
（2）2 月 21 日（金）日本福祉総合研究所所属で当会の高橋美恵子幹事が「保育って楽しいね」と題して
子育ての講座を行った。約 40 名の市民が参加した。

①総務・広報部会

②子育て・教育部会

梅津　　武

総務・
広報部会長

鈴木　　勉

子育て・
教育部会長

○当該年度は、大型書店での文庫カバーによる「長井」の PR、市役所作成による「長井」の PR チラシ
の首都圏での配布を 2 本柱に活動の計画であったが、市当局との連携に課題があり、当該年度は実施に
は至らなかった。
○8 月に長井会の全理事と長井市関係部署との情報共有の会が長井市であり、当部会からは遠藤が出席し
た。各関係部署からの現状報告をお聞きして、長井小学校の校舎リニューアルによる再活用等「長井の変化・
進化」を首都圏等のマーケットに伝える術の弱さが課題である、と改めて痛感した。
○我々の手で出来る事は何か？「長井」のために汗を流すことを厭わず一歩また一歩と前に進む事の重要
性を感じた1年であった。
「長井の変化・進化」に負けないパワーを持って、令和 2 年度は 2 本柱の実施とこれによる付加価値の拡
大に部会役員全員で取り組みたい。

③観光・移住部会

遠藤　　剛

観光・
移住部会長

○本部会がスタート以降大きな目標としてきたものつくりメーカー団体の長井市商工会議所工業会・西置賜
産業会と大田区工業会の交流を重ねてきました。工場見学や懇談を通じ相互の信頼のもとビジネス上の協
力、応援が少しずつ進んでいくものと確信します。高齢化、後継者難等々の環境下で長井市からの魅力の
ある誘致策も大いに期待されます。個別企業訪問も欠かせない活動です。
○6次産業化、ビジネスチャレンジコンテストのフォローは多大の関心のもと産業部会としての具体的なサポー
ト方策を検討していきます。特に醸造ぶどう生産への再挑戦は大きなテーマです。
○昨年 5 月、レインボープランの活動状況と現在の課題を関係者の方々から詳しくお聞きしました。家庭の
生ごみを分別回収し有機堆肥を作り農家はそれを使って農作物を作り消費者へ届けるという台所と農業をつ
なぐ循環を実現したということで 20 年余、国内外から高い評価を受けてきたという立派なレガシーだと思い
ます。“広報ながい” に掲載されているご意見からも、課題のいくつかは工夫と努力で解決できそうですし、

観光の目玉になりうると考えると前向きに討議していくテーマだと思います。
今までの活動をベースに令和 2 年度も地道な努力を続けていきます。

④産業部会

斎藤　雄三
産業部会長

1. 理事会　全 4回
2. 役員・幹事会
3. 山形県人東京連合会、友誼団体との交流

　イベントの検討、イベントのおける「長井の水」のPR、　
　長井に関係する著名人とのタイアップ PRの検討
2. 「長井」の観光等のPRチラシの首都圏での配布と拡大
　　⇒アルカディア観光局との適宜な連携
3. PRに有効な人脈の拡大とコネクションのパワーup

事 務 局

・出前授業 1回　鈴木勉理事
　タイトル「世界に飛び出そう！」（豊田小学校、伊佐沢小学校）
・市民講座 2回（8月　未定、1-3月　未定）

子育て・教育部会
1. 青年部会　理事・幹事会の開催　年 8回開催予定
2. 長井市への視察と意見交換会開催
　市長、市役所関係者、現地サポーター等との意見交換
3. 長井市 PR活動
　「ドンキホーテ山形フェアー」等
4. 東京事務所が行うイベントのサポート
　「おおた商い観光展」「あやめんご」「だがしや楽校」等
5. 「第 6回雪灯り回廊ＩＮ池上本門寺」の共催
6. おらんだラジオへの電話出演

青年部会

令和 2 年度　主な活動計画
1. 主要書店（三省堂書店）とのタイアップでの文庫本カ　
　バーPR　⇒上記に加えて、書店店頭での「長井」のPR

子育て・教育部会

1. 第 5 回総会交流会の開催（未定）
2. ふるさと長井会いも煮会の開催（未定）
3. 会報の発行
　第 4号の発送、第 5号の編集
4. 会員名簿の発行等
5. その他以下の具体化を検討
　会員拡大策、会員証の利便性向上の検討、ホーム　
　ページの拡充と周知
　会員のうちメールアドレスの登録促進

総務・広報部会
1. 産業部会の開催　年 2～3回
2. 長井市訪問
　＊市役所、ものつくりメーカー団体、個別企業との意見交換
　＊醸造用ぶどう生産と６次産業化の推進
　＊ビジネスコンテストのフォロー
3. 長井市工業会・西置賜産業会、大田区工業会の相互交流
　の促進
4. レインボープランの活性化（市役所 , 協議会等関係者との
　意見交換）

産業部会
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税務会計

教育研修

その他

経営に哲学を…

　　社内に一体感を…

　　　　社会に繁栄を…

株式会社トップマネジメント
長井税理士法人

長井市館町南1 0－5 7
TEL：0238－88－9159

経営支援



【部会報告②】 【会員からの声・提言②】

【ふるさと長井会のトピックス】

【部会の開催】
5/23、7/25、10/18、11/15、2/20　全５回
青年部会では、2ヶ月に１回程度で部会を開催しております。部会内でのコミュニケーションを図り情報交
換を行っています。具体的に「何が出来るのか」を模索し、活動を進めています。又、部会内専用の
FaceBookグループやLINEグループを作り、いつでもどこでも情報交換が可能になっています。
【長井市 PR活動】
長井市の魅力を首都圏で発信する活動を積極的に行っております。
これからも今出来ることを１つ１つ積み上げて参ります。
・11/2～ 3　「ドンキホーテ大森山王店・やまがたフェアー」へ協力
・11/10　　「黒獅子舞いIN　JR蒲田駅西口広場」運営サポート

・12/7　　 「長井ビジネスチャレンジコンテスト」東京ライブ会場へ参加
・2/12　　 「おらんだラジオ」へ手塚幹事が電話出演　
今年度は長井市での記録的な雪不足のため、毎年開催していた「雪灯り回廊 IN池上本門寺」が中止となりました。

⑤青年部会

櫻井　政人
青年部会長

【長井市コミュニティ FMおらんだラジオ出演】
〇昨年 9 月から今年 3 月まで毎月ふるさと長井会では、おらんだラジオの番組コーナー名【ふるさとへ
声を届けたい】に出演しました。これからも引き続き出演予定です、番組でパーソナリティーをされた山
口良子さんに感想やご意見を伺いました。

◎山口さんの出身地やおらんだラジオに入られたいきさつ経歴等を伺います。
　生まれも育ちも長井市、祖父母の兄弟が多かったので、たくさんのおじいちゃんおばあちゃんからかわ
いがってもらって大きくなりました。地元の言葉で育んでもらったことは財産だと思っています。ラジオ
をするきっかけは、街中で友人とお茶を飲んでいるときにプロデューサーから「やってみねが？」とい
うスカウトです。そこから素人パーソナリティ珍道中がはじまりました。
◎今まで放送、インタビューで感じたことは
　こんなにも県外でご活躍なさっている人がいらっしゃることに驚いています！そして、最初は方言が出てこないのに、放送中に
方言や訛りが増えてきたりすると、お会いしたことがない会員の皆さんと共通の思い出があるように感じます。ふるさとの言葉は
打ち解けあうには最適！宝物ですね。
◎放送中の何かエピソードはありますか
　放送中に幼稚園から高校までが同じことが分かり、放送後の電話で家が隣同士だったことが判明したことです。こんなに近所
の先輩が遠く離れたところでご活躍なさっているのかと嬉しかったり驚いたり！本当に長井市がふるさとの方 な々んだと実感しました。
◎ふるさと長井会に期待することは
　県外で暮らす人だからこそ気がつく故郷の美しさ、そして経済活動のヒント。先輩方の歩んだ道を教えていただくことで、私た
ちには多くの希望や勇気をいただき、選択肢が広がります。会員の皆様がふるさと長井の大使として活動してくださっていること
に感謝しています。これからも先輩方の元気な声を、ふるさと長井に声を届けてください。

山口良子さん

ふるさと納税で長井市を応援してください！

　ふるさと納税でお寄せいただいたご寄附は、長井市の
まちづくりの貴重な財源として大切に活用させていただき
ます。活用先の分野を指定することも可能です。

(1) お申し込みはインターネット（ふるさとチョイス・楽天  等）
　 お電話、FAX等で受付いたします。
　 カタログ送付をご希望の際は下記連絡先までお問い
　 合わせください。

(2) ふるさと納税に関する連絡先・問合せ先
・長井市ふるさと応援寄附業務受託事業者
　　（一財）置賜地域地場産業振興センター
   電話：0238-88-1842　FAX：0238-88-1854
・長井市総合政策課　　　電話：0238-87-0714

ご寄附のお礼に山形長井の特産品をご用意しております。

【観光・移住部会の活動】
　1月末の全国紙しかも全国版に、色鮮やかにペイントされたフラワー長井線のジイゼルカーと一人の青年の写真が目に入りました。
2011年 3月の東日本大震災で津波被害に遭われ、家ごと流され一晩中震えながら過ごし、死ぬ思いをされた宮城県の男性でした。
「生かされた故郷離れ転身」とのタイトルの記事です。ハローワークで被災者雇用の仕事を見つけ、長井市の臨時職員として働く
うちに、山形鉄道への誘いがあり、現在はフラワー長井線の事業計画を立てたり営業など精力的に働いておられ、「今が天職だ
と思う」とまでおしゃっています。ふるさと長井会の中で「観光・移住」担当の一人として、とても関心をもった記事です。生まれ育っ
た故郷を離れ、縁もゆかりもない田舎暮らしを選択、まさに移住された一員として、しかもフラワー長井線を盛り立てようとしてい
るこの男性に頭のさがるおもいです。「人生のレールはいつどこで、どんな風につながるかわからない」、本当にその通りで、雪深
い（もっと豪雪のところはありますが）長井に？・・・・と思っていた自分がいたことを反省しているところです。そして最後に「是非、
電車で長井に遊びに来てくださ～い」と呼びかけていることも印象的でしたし、地元の人では街の魅力に気づかないこともあるの
かも知れないと考えさせられました。

観光・移住部会　末吉　暁子

【青年部の活動】
　ふるさと長井会に入会して約３年、自分を育んでくれた長井
へ何か恩返しをしたいとの思いで活動をしてきました。
　私が所属する青年部会は、ほぼ毎月親睦会を実施するなど、
ふるさと長井会の中で一番活発な部会です。親睦会では、お
いしい山形の料理を食べながら活動報告や意見交換を行って
います。青年部会の主な活動として、東京で定期的に行われ
る長井のイベントのサポート、PR 活動を行っています。イベ
ントでは、参加者が年々増えるなど、これまでの地道な活動
が少しずつ実を結び始めてきました。今後は、定期イベントで
の活動のほかに、次の段階に進むための取り組みを計画して
いきたいと思います。

青年部　横山　英人

「黒獅子」
　関東致芳会最後の総会・懇親会に森地区津島
神社の獅子連 ( 総勢 21 名 ) が駆けつけてくれまし
た。本物の黒獅子を東京で見ることができ大感激。
また多いに郷愁をそそられました。翌日は、蒲田
西口地元商店街のご協力のもと、サンライズ商店
街を練り歩き、蒲田駅西口広場でも、笛太鼓を快
晴の蒲田の空に響き渡らせ、勇壮な黒獅子舞を地
元の皆さんにご披露しました。また頭を垂れて黒獅
子の祝福を受ける通行人・見物人も多数ありました。

宮崎　正義

「チバニアン」
　チバニアンや千葉石の新発見で有名になった房
総半島で、ふるさと長井会の役員である高橋直樹
氏（千葉県立中央博物館）が地質学（岩石）の専
門家として南房総市生涯学習講座に招かれ講演さ
れた。石ころ博士として県内各地のイベントで講師
として活躍されています。

安部　　浩
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【第４回総会・交流会報告】【会員からの声・提言①】

（交流会の様子）

関東致芳会からふるさと長井会へ　
　関東致芳会は 2019 年 11 月 9日（土）に開催された第 40 回総会・親
睦会を最後に解散となりました。長井市のほんの一地域である ‘致芳’ 小・
中学校を卒業し関東地区在住の人だけの会として 40 年前に発足されまし
た。都会に出てきてなかなか帰省出来ない人にとっては年一度の総会・親
睦の場は本当に懐かしく、楽しい時間を過ごすことができました。個人情
報にはうるさくなかった当時は関東在住名簿からご案内も出来、同志とし
て一時は 700 ～ 800 名までの会員数になり、毎年の総会・親睦会は大い
に盛り上がり懇親を深めることができました。しかしご高齢等により会の
運営・維持が難しく残念ながら解散となりました。関東致芳会会員の今
後の受け皿として ‘ふるさと長井会’ への参加を呼びかけ、希望者には引
き続き参加して頂きました。今後は懇親の場としてだけでなく口コミによる
若者の参加を募り、仕事・社交の場としても活用して頂けるような会へとなるよう期待しております。そして長井市の発展に少し
でも寄与できることを願っております。

　総務・広報部　嶽本　泰洋

「ふるさと長井会」に思うこと　
　私がこの会の存在を知ったのは、50 半ばの事です。一般的な常
識とは真逆とも言える私の決断で 50 前半になってから長井から埼玉
への移住を決め上京したのです。右も左も分からないまま、まず仕
事を決めなくちゃと娘夫婦の所に居候させてもらいながら、必死に
なっていました。そんな時、娘から「なんか長井市の事を一生懸命
応援しようとしている人がいるみたいよ。長井市の事を色々やってくれ
てるってありがたいね。お母さんも参加してみたら？」という言葉が
あり、長井市に何か恩返しできるようなお手伝いがやれたらいいなぁ
と思いました。お会いした事もない櫻井さんにいきなり連絡して、こ

んな田舎者のおばさんに取り合ってくれるかなぁ…とチョッピリ不安を抱きながら連絡した事を鮮明に覚えています。「ふるさと応
援大使」と名付けられた先輩方はそれはもう私から見たら近付き難いような錚々たる御顔ぶれ。私は場違いな所に来てしまった
と思う反面、ふるさとへ対する想い、何か恩返ししたいという気持ちは同じなんだと思ったら、私も先輩方に混じって頑張ってみ
ようと思ったのでした。それからというものは、半分以上は大先輩方からの上手い口車に乗せられて今に至っているのですが、
ふるさとを思う気持ちは皆同じである事は確かであり、先輩方から学ぶ事はたくさんあってとてもありがたいと思います。だから
こそ、裏方の雑用おばさんでいいのですが、私もまだ現役で保育士という仕事を持ってる為思うようにお役に立てていない現状
で申し訳なく思っています。 無理なく私にできる事での恩返しを「ふるさと長井会」の皆さんと共にやっていきたいと思っています。

子育て・教育部会　高橋美恵子

【総会】
　総会は斎藤隆幹事の司会により、斎藤雄三副会長の開会挨拶でスタートした。まず安部浩会長から会長挨拶があ
り、内谷長井市長の市政報告等のご挨拶の後、議長に選出された内藤英一幹事により議事が進行しました。
　平成 30 年度活動報告及び会計報告を総会資料に基づき那須優則事務局長が説明しました。引き続き監査結果の
承認報告。令和元年の事業計画及び会計予算の説明があった。その後、出席者からいくつか質問があり、討議さ
れました。そこで、総会議事はすべて終了しました。
　次いで、長井市議会副議長内谷邦彦様、大田区長松原忠義様代理の来賓祝辞がありました。続いて、来賓紹介
に移り長井市関係者及び有誼団体の出席者の紹介がありました。また、祝電が披露されました。会の開催にご協力
いただきました長井市役所職員の皆様を斎藤統括監により紹介されました。総会は無事終了しました。

【交流会】
　交流会は蓮見則子さんの司会のもと、梅津武実行委員長の挨拶で始まりました。続いて、内谷重治長井市長の「長
―井」ご挨拶と、来賓の塩野目正樹大田区議会議長、篠崎奈那子山形県人東京連合会副会長にご挨拶を頂きました。
乾杯は、ふるさと長井会の安部義男理事の発声ではじまり、各テーブルには、長井の銘酒各種も置かれ左党の皆さ
んに喜ばれました。アトラクションとして、秋元悟さんによる、けん玉の超絶技巧の披露があり、一同から歓声が上
がりました。続いて、川下さんの司会のもとでカラオケが始まり、有志が自慢の喉を披露しました。宴会終了近くに、
今憲行さん指揮による長井市民歌の斉唱。最後は、安部浩会長による閉会のご挨拶。交流会中、ステージと反対側
のスクリーンに、ふるさと長井の懐かしい風景や街並みを放映。会場には、故郷の懐かしい味の物販コーナーも設け
られ品切れが続出。また、ふるさと納税相談コーナーも設けられ、希望者に市の職員から説明がなされました。

〔提供：長井市〕
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【「ふるさと長井会いも煮会」開催報告】【総会決議事項等報告】

【『長井市との意見交換会』報告】

　元号が令和に改まり、令和元年度「ふるさと長井会いも煮会」は、11 月 23 日に前回と同じ会場の新宿区神楽坂の「もー吉」
で開催することが出来ました。これは偏に会員の皆様ならびに長井市の関係の方々の温かいご協力があったからこそだと思っており
ます。主催担当の総務広報部会から心より感謝申し上げます。
　今回のいも煮会は、前回同様に 60 名を超える会員の方々のご参加をいただき会場は超満席となりました。また長井市からは総
務参事竹田利弘様と総合政策課主任平直人様にご参加いただきました。司会者の開会あいさつに始まり、工藤美知尋実行委員
長の挨拶では、開催の主旨と次回以降のいも煮会のあり方などを検討する旨のお話がありました。また、安部浩会長は、ふるさ
と長井の思い出を語らいながら、いも煮を味わって下さいと挨拶。続いて梅津武副会長の発声で一同乾杯をしました。テーブル
には、いも煮はじめ玉こんにゃく等ふるさとの味の数々、さらにはふるさと長井の地酒「一生幸福」も用意しました。歓談に入り
初めに、長井市役所総務参事竹田利弘様には、長井市の近況などのお話しをしていただきました。また参加者全員に出身地などの
自己紹介を手短にしていただき、会場はふるさとの話題や思い出話しで盛り上がり、会員相互の親睦が一層深まったと確信しました。
　盛り沢山のふるさとの味を堪能し、お酒もすすみ、会場は大いに盛り上がりました。楽しい時間はあっという間に過ぎ、最後に
安部義男総務広報部会担当理事の中締めの挨拶で閉会となりました。お帰りの際には、故郷のお土産として長井の銘菓「なが
いつむぎ乙女」をお渡ししました。

実行委員・司会　嶋貫　昭雄

報告事項　その1（平成30年度報告）
　事務局より各部会ごとの活動・会計報告並びに監査報告、監事より監査結果の報告。

報告事項　その2（令和元年度報告）
　事務局より各部会ごとの活動計画・会計予算について報告。

〔日　時〕　2019 年 8月27日15:00-17:00
〔場　所〕　タスパークホテル
〔出席者〕　長井市関係者（内谷市長、遠藤副市長、土屋教育長、齋藤統括監、各部署の参事、課長　計13名）、ふるさと長井
　　　　　会関係者（安部会長、役員　計 9名）
〔次　第〕
1. 開会　（桑島副会長）
2. 挨拶
①ふるさと長井会会長　（安部会長）
②長井市長　（内谷市長）
3. 意見交換
①意見交換会の進め方について（那須事務局長）
②ふるさと長井会～活動を振り返って～（安部会長）
③長井市の取組みについて（内谷市長）
④各部会・事務局の取り組みについて（各部会代表者）
⑤総合討論
4. その他
5. 閉会　（斎藤副会長）
〔まとめ〕
1. ふるさと長井会は年々関係各部局を通して長井市への協力が進んでいる。
2. 本会会員数がふるさと納税者数や観光者数等に直結する。会員増加の方略をさらに具体化させる必要がある。

市補助金
総会交流会費（8,000 円×115 名）
雑収入
繰越金

合　　計 合　　計

1,434,291円
847,000円
36,539円
207,163円

2,524,993円 2,290,837円

797,546円

563,498円
60,531円
25,000円
159,264円
152,931円
473,067円
59,000円

交流会費
各部会運営費
（事務局）
（総務・広報部会）
（子育て・教育部会）
（観光・移住部会）
（産業部会）
（青年部会）
友誼団体総会等参加費

収入の部 支出の部

報告事項　その3（理事会決議事項報告）
　事務局より会則の一部改正について報告。
　第２条　本会は、ふるさと長井を応援する山形県外に在住する長井市出身者又は本会の目的に賛同する者をもって組織する。た
だし、本会の目的に賛同する山形県内在住者は、サポーター会員として本会の活動に参加することができる。
　（第２条を改正。下線部が追加箇所）　　　　　　　
議事結果　原案通り可決承認

市補助金
総会交流会費 ( 交流会 8,000 円×120 名 )
　　　　　　
　　　　　　( 芋煮会 5,000 円×50 名 ) 

雑収入
繰越金

合　　計 合　　計

1,855,000円

960,000円

250,000円
2円

234,159円

3,299,161円 3,299,161円

1,356,000円

812,000円
120,000円
65,000円
314,000円
214,000円
330,000円
59,000円
29,161円

交流会費
各部会運営費
（事務局）
（総務・広報部会）
（子育て・教育部会）
（観光・移住部会）
（産業部会）　
（青年部会）
友誼団体総会等参加費
予備費

収入の部 支出の部

〔提供：長井市〕
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【「ふるさと長井会いも煮会」開催報告】【総会決議事項等報告】

【『長井市との意見交換会』報告】

　元号が令和に改まり、令和元年度「ふるさと長井会いも煮会」は、11 月 23 日に前回と同じ会場の新宿区神楽坂の「もー吉」
で開催することが出来ました。これは偏に会員の皆様ならびに長井市の関係の方々の温かいご協力があったからこそだと思っており
ます。主催担当の総務広報部会から心より感謝申し上げます。
　今回のいも煮会は、前回同様に 60 名を超える会員の方々のご参加をいただき会場は超満席となりました。また長井市からは総
務参事竹田利弘様と総合政策課主任平直人様にご参加いただきました。司会者の開会あいさつに始まり、工藤美知尋実行委員
長の挨拶では、開催の主旨と次回以降のいも煮会のあり方などを検討する旨のお話がありました。また、安部浩会長は、ふるさ
と長井の思い出を語らいながら、いも煮を味わって下さいと挨拶。続いて梅津武副会長の発声で一同乾杯をしました。テーブル
には、いも煮はじめ玉こんにゃく等ふるさとの味の数々、さらにはふるさと長井の地酒「一生幸福」も用意しました。歓談に入り
初めに、長井市役所総務参事竹田利弘様には、長井市の近況などのお話しをしていただきました。また参加者全員に出身地などの
自己紹介を手短にしていただき、会場はふるさとの話題や思い出話しで盛り上がり、会員相互の親睦が一層深まったと確信しました。
　盛り沢山のふるさとの味を堪能し、お酒もすすみ、会場は大いに盛り上がりました。楽しい時間はあっという間に過ぎ、最後に
安部義男総務広報部会担当理事の中締めの挨拶で閉会となりました。お帰りの際には、故郷のお土産として長井の銘菓「なが
いつむぎ乙女」をお渡ししました。

実行委員・司会　嶋貫　昭雄

報告事項　その1（平成30年度報告）
　事務局より各部会ごとの活動・会計報告並びに監査報告、監事より監査結果の報告。

報告事項　その2（令和元年度報告）
　事務局より各部会ごとの活動計画・会計予算について報告。

〔日　時〕　2019 年 8月27日15:00-17:00
〔場　所〕　タスパークホテル
〔出席者〕　長井市関係者（内谷市長、遠藤副市長、土屋教育長、齋藤統括監、各部署の参事、課長　計13名）、ふるさと長井
　　　　　会関係者（安部会長、役員　計 9名）
〔次　第〕
1. 開会　（桑島副会長）
2. 挨拶
①ふるさと長井会会長　（安部会長）
②長井市長　（内谷市長）
3. 意見交換
①意見交換会の進め方について（那須事務局長）
②ふるさと長井会～活動を振り返って～（安部会長）
③長井市の取組みについて（内谷市長）
④各部会・事務局の取り組みについて（各部会代表者）
⑤総合討論
4. その他
5. 閉会　（斎藤副会長）
〔まとめ〕
1. ふるさと長井会は年々関係各部局を通して長井市への協力が進んでいる。
2. 本会会員数がふるさと納税者数や観光者数等に直結する。会員増加の方略をさらに具体化させる必要がある。

市補助金
総会交流会費（8,000 円×115 名）
雑収入
繰越金

合　　計 合　　計

1,434,291円
847,000円
36,539円
207,163円

2,524,993円 2,290,837円

797,546円

563,498円
60,531円
25,000円
159,264円
152,931円
473,067円
59,000円

交流会費
各部会運営費
（事務局）
（総務・広報部会）
（子育て・教育部会）
（観光・移住部会）
（産業部会）
（青年部会）
友誼団体総会等参加費

収入の部 支出の部

報告事項　その3（理事会決議事項報告）
　事務局より会則の一部改正について報告。
　第２条　本会は、ふるさと長井を応援する山形県外に在住する長井市出身者又は本会の目的に賛同する者をもって組織する。た
だし、本会の目的に賛同する山形県内在住者は、サポーター会員として本会の活動に参加することができる。
　（第２条を改正。下線部が追加箇所）　　　　　　　
議事結果　原案通り可決承認

市補助金
総会交流会費 ( 交流会 8,000 円×120 名 )
　　　　　　
　　　　　　( 芋煮会 5,000 円×50 名 ) 

雑収入
繰越金

合　　計 合　　計

1,855,000円

960,000円

250,000円
2円

234,159円

3,299,161円 3,299,161円

1,356,000円

812,000円
120,000円
65,000円
314,000円
214,000円
330,000円
59,000円
29,161円

交流会費
各部会運営費
（事務局）
（総務・広報部会）
（子育て・教育部会）
（観光・移住部会）
（産業部会）　
（青年部会）
友誼団体総会等参加費
予備費

収入の部 支出の部

〔提供：長井市〕
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【第４回総会・交流会報告】【会員からの声・提言①】

（交流会の様子）

関東致芳会からふるさと長井会へ　
　関東致芳会は 2019 年 11 月 9日（土）に開催された第 40 回総会・親
睦会を最後に解散となりました。長井市のほんの一地域である ‘致芳’ 小・
中学校を卒業し関東地区在住の人だけの会として 40 年前に発足されまし
た。都会に出てきてなかなか帰省出来ない人にとっては年一度の総会・親
睦の場は本当に懐かしく、楽しい時間を過ごすことができました。個人情
報にはうるさくなかった当時は関東在住名簿からご案内も出来、同志とし
て一時は 700 ～ 800 名までの会員数になり、毎年の総会・親睦会は大い
に盛り上がり懇親を深めることができました。しかしご高齢等により会の
運営・維持が難しく残念ながら解散となりました。関東致芳会会員の今
後の受け皿として ‘ふるさと長井会’ への参加を呼びかけ、希望者には引
き続き参加して頂きました。今後は懇親の場としてだけでなく口コミによる
若者の参加を募り、仕事・社交の場としても活用して頂けるような会へとなるよう期待しております。そして長井市の発展に少し
でも寄与できることを願っております。

　総務・広報部　嶽本　泰洋

「ふるさと長井会」に思うこと　
　私がこの会の存在を知ったのは、50 半ばの事です。一般的な常
識とは真逆とも言える私の決断で 50 前半になってから長井から埼玉
への移住を決め上京したのです。右も左も分からないまま、まず仕
事を決めなくちゃと娘夫婦の所に居候させてもらいながら、必死に
なっていました。そんな時、娘から「なんか長井市の事を一生懸命
応援しようとしている人がいるみたいよ。長井市の事を色々やってくれ
てるってありがたいね。お母さんも参加してみたら？」という言葉が
あり、長井市に何か恩返しできるようなお手伝いがやれたらいいなぁ
と思いました。お会いした事もない櫻井さんにいきなり連絡して、こ

んな田舎者のおばさんに取り合ってくれるかなぁ…とチョッピリ不安を抱きながら連絡した事を鮮明に覚えています。「ふるさと応
援大使」と名付けられた先輩方はそれはもう私から見たら近付き難いような錚々たる御顔ぶれ。私は場違いな所に来てしまった
と思う反面、ふるさとへ対する想い、何か恩返ししたいという気持ちは同じなんだと思ったら、私も先輩方に混じって頑張ってみ
ようと思ったのでした。それからというものは、半分以上は大先輩方からの上手い口車に乗せられて今に至っているのですが、
ふるさとを思う気持ちは皆同じである事は確かであり、先輩方から学ぶ事はたくさんあってとてもありがたいと思います。だから
こそ、裏方の雑用おばさんでいいのですが、私もまだ現役で保育士という仕事を持ってる為思うようにお役に立てていない現状
で申し訳なく思っています。 無理なく私にできる事での恩返しを「ふるさと長井会」の皆さんと共にやっていきたいと思っています。

子育て・教育部会　高橋美恵子

【総会】
　総会は斎藤隆幹事の司会により、斎藤雄三副会長の開会挨拶でスタートした。まず安部浩会長から会長挨拶があ
り、内谷長井市長の市政報告等のご挨拶の後、議長に選出された内藤英一幹事により議事が進行しました。
　平成 30 年度活動報告及び会計報告を総会資料に基づき那須優則事務局長が説明しました。引き続き監査結果の
承認報告。令和元年の事業計画及び会計予算の説明があった。その後、出席者からいくつか質問があり、討議さ
れました。そこで、総会議事はすべて終了しました。
　次いで、長井市議会副議長内谷邦彦様、大田区長松原忠義様代理の来賓祝辞がありました。続いて、来賓紹介
に移り長井市関係者及び有誼団体の出席者の紹介がありました。また、祝電が披露されました。会の開催にご協力
いただきました長井市役所職員の皆様を斎藤統括監により紹介されました。総会は無事終了しました。

【交流会】
　交流会は蓮見則子さんの司会のもと、梅津武実行委員長の挨拶で始まりました。続いて、内谷重治長井市長の「長
―井」ご挨拶と、来賓の塩野目正樹大田区議会議長、篠崎奈那子山形県人東京連合会副会長にご挨拶を頂きました。
乾杯は、ふるさと長井会の安部義男理事の発声ではじまり、各テーブルには、長井の銘酒各種も置かれ左党の皆さ
んに喜ばれました。アトラクションとして、秋元悟さんによる、けん玉の超絶技巧の披露があり、一同から歓声が上
がりました。続いて、川下さんの司会のもとでカラオケが始まり、有志が自慢の喉を披露しました。宴会終了近くに、
今憲行さん指揮による長井市民歌の斉唱。最後は、安部浩会長による閉会のご挨拶。交流会中、ステージと反対側
のスクリーンに、ふるさと長井の懐かしい風景や街並みを放映。会場には、故郷の懐かしい味の物販コーナーも設け
られ品切れが続出。また、ふるさと納税相談コーナーも設けられ、希望者に市の職員から説明がなされました。

〔提供：長井市〕



【部会報告②】 【会員からの声・提言②】

【ふるさと長井会のトピックス】

【部会の開催】
5/23、7/25、10/18、11/15、2/20　全５回
青年部会では、2ヶ月に１回程度で部会を開催しております。部会内でのコミュニケーションを図り情報交
換を行っています。具体的に「何が出来るのか」を模索し、活動を進めています。又、部会内専用の
FaceBookグループやLINEグループを作り、いつでもどこでも情報交換が可能になっています。
【長井市 PR活動】
長井市の魅力を首都圏で発信する活動を積極的に行っております。
これからも今出来ることを１つ１つ積み上げて参ります。
・11/2～ 3　「ドンキホーテ大森山王店・やまがたフェアー」へ協力
・11/10　　「黒獅子舞いIN　JR蒲田駅西口広場」運営サポート

・12/7　　 「長井ビジネスチャレンジコンテスト」東京ライブ会場へ参加
・2/12　　 「おらんだラジオ」へ手塚幹事が電話出演　
今年度は長井市での記録的な雪不足のため、毎年開催していた「雪灯り回廊 IN池上本門寺」が中止となりました。

⑤青年部会

櫻井　政人
青年部会長

【長井市コミュニティ FMおらんだラジオ出演】
〇昨年 9 月から今年 3 月まで毎月ふるさと長井会では、おらんだラジオの番組コーナー名【ふるさとへ
声を届けたい】に出演しました。これからも引き続き出演予定です、番組でパーソナリティーをされた山
口良子さんに感想やご意見を伺いました。

◎山口さんの出身地やおらんだラジオに入られたいきさつ経歴等を伺います。
　生まれも育ちも長井市、祖父母の兄弟が多かったので、たくさんのおじいちゃんおばあちゃんからかわ
いがってもらって大きくなりました。地元の言葉で育んでもらったことは財産だと思っています。ラジオ
をするきっかけは、街中で友人とお茶を飲んでいるときにプロデューサーから「やってみねが？」とい
うスカウトです。そこから素人パーソナリティ珍道中がはじまりました。
◎今まで放送、インタビューで感じたことは
　こんなにも県外でご活躍なさっている人がいらっしゃることに驚いています！そして、最初は方言が出てこないのに、放送中に
方言や訛りが増えてきたりすると、お会いしたことがない会員の皆さんと共通の思い出があるように感じます。ふるさとの言葉は
打ち解けあうには最適！宝物ですね。
◎放送中の何かエピソードはありますか
　放送中に幼稚園から高校までが同じことが分かり、放送後の電話で家が隣同士だったことが判明したことです。こんなに近所
の先輩が遠く離れたところでご活躍なさっているのかと嬉しかったり驚いたり！本当に長井市がふるさとの方 な々んだと実感しました。
◎ふるさと長井会に期待することは
　県外で暮らす人だからこそ気がつく故郷の美しさ、そして経済活動のヒント。先輩方の歩んだ道を教えていただくことで、私た
ちには多くの希望や勇気をいただき、選択肢が広がります。会員の皆様がふるさと長井の大使として活動してくださっていること
に感謝しています。これからも先輩方の元気な声を、ふるさと長井に声を届けてください。

山口良子さん

ふるさと納税で長井市を応援してください！

　ふるさと納税でお寄せいただいたご寄附は、長井市の
まちづくりの貴重な財源として大切に活用させていただき
ます。活用先の分野を指定することも可能です。

(1) お申し込みはインターネット（ふるさとチョイス・楽天  等）
　 お電話、FAX等で受付いたします。
　 カタログ送付をご希望の際は下記連絡先までお問い
　 合わせください。

(2) ふるさと納税に関する連絡先・問合せ先
・長井市ふるさと応援寄附業務受託事業者
　　（一財）置賜地域地場産業振興センター
   電話：0238-88-1842　FAX：0238-88-1854
・長井市総合政策課　　　電話：0238-87-0714

ご寄附のお礼に山形長井の特産品をご用意しております。

【観光・移住部会の活動】
　1月末の全国紙しかも全国版に、色鮮やかにペイントされたフラワー長井線のジイゼルカーと一人の青年の写真が目に入りました。
2011年 3月の東日本大震災で津波被害に遭われ、家ごと流され一晩中震えながら過ごし、死ぬ思いをされた宮城県の男性でした。
「生かされた故郷離れ転身」とのタイトルの記事です。ハローワークで被災者雇用の仕事を見つけ、長井市の臨時職員として働く
うちに、山形鉄道への誘いがあり、現在はフラワー長井線の事業計画を立てたり営業など精力的に働いておられ、「今が天職だ
と思う」とまでおしゃっています。ふるさと長井会の中で「観光・移住」担当の一人として、とても関心をもった記事です。生まれ育っ
た故郷を離れ、縁もゆかりもない田舎暮らしを選択、まさに移住された一員として、しかもフラワー長井線を盛り立てようとしてい
るこの男性に頭のさがるおもいです。「人生のレールはいつどこで、どんな風につながるかわからない」、本当にその通りで、雪深
い（もっと豪雪のところはありますが）長井に？・・・・と思っていた自分がいたことを反省しているところです。そして最後に「是非、
電車で長井に遊びに来てくださ～い」と呼びかけていることも印象的でしたし、地元の人では街の魅力に気づかないこともあるの
かも知れないと考えさせられました。

観光・移住部会　末吉　暁子

【青年部の活動】
　ふるさと長井会に入会して約３年、自分を育んでくれた長井
へ何か恩返しをしたいとの思いで活動をしてきました。
　私が所属する青年部会は、ほぼ毎月親睦会を実施するなど、
ふるさと長井会の中で一番活発な部会です。親睦会では、お
いしい山形の料理を食べながら活動報告や意見交換を行って
います。青年部会の主な活動として、東京で定期的に行われ
る長井のイベントのサポート、PR 活動を行っています。イベ
ントでは、参加者が年々増えるなど、これまでの地道な活動
が少しずつ実を結び始めてきました。今後は、定期イベントで
の活動のほかに、次の段階に進むための取り組みを計画して
いきたいと思います。

青年部　横山　英人

「黒獅子」
　関東致芳会最後の総会・懇親会に森地区津島
神社の獅子連 ( 総勢 21 名 ) が駆けつけてくれまし
た。本物の黒獅子を東京で見ることができ大感激。
また多いに郷愁をそそられました。翌日は、蒲田
西口地元商店街のご協力のもと、サンライズ商店
街を練り歩き、蒲田駅西口広場でも、笛太鼓を快
晴の蒲田の空に響き渡らせ、勇壮な黒獅子舞を地
元の皆さんにご披露しました。また頭を垂れて黒獅
子の祝福を受ける通行人・見物人も多数ありました。

宮崎　正義

「チバニアン」
　チバニアンや千葉石の新発見で有名になった房
総半島で、ふるさと長井会の役員である高橋直樹
氏（千葉県立中央博物館）が地質学（岩石）の専
門家として南房総市生涯学習講座に招かれ講演さ
れた。石ころ博士として県内各地のイベントで講師
として活躍されています。

安部　　浩
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長井市からのお知らせ



【部会報告①】【令和２年度の主な事業計画】

本年度の主な行事は、以下のとおりです。
○第４回総会交流会の開催　令和元年 6 月 16 日（日）東京都大田区のプラザアペアで開催し、会員及び
来賓の出席者は 117名でした。その模様は５ページに記載。
○ふるさと長井会いも煮会は、11月 23 日（土）新宿区神楽坂のもー吉で開催しました。悪天候にも関わら
ず６０名超の参加者で会場はあふれるばかりで活況でした。その模様は 7ページに記載。
○会報第 3号は 4月中旬に発送しました。8ページから12ページと内容を拡充しました。
・第 4 号は、12 ページですが、内容を充実するとともに新たに広告の掲載も行いました。長井会及び会員
のトピックスや意見なども前号以上取り上げています。今後とも会員の情報を積極的に取り上げていきます。
みなさんの情報やご意見をお寄せください。ご協力お願いいたします。
【会員関係について】
・会員証は発行 2 年目ですが。本年度、長井市内での優待制度を一部利用できるようにしました。今後カー

　ド保有のメリット拡大策が検討課題です。
・会員名簿を皆さんにお届けしました。会員名簿は、会員交流の基礎となるものですが、情報が悪用される恐れも考慮し、会員
　情報の厳重な管理を行うとともに必要最小限の記載（氏名、居住の市町村名、出身地区名）としています。
・会員増強は会の基盤であり、一番重要と考えております。皆さんから入会希望者を積極的にご紹介くださるようご協力をお願い
　します。

【出前授業】
鈴木勉部会長が昨年の長井小学校、致芳小学校に引き続き、11 月 22 日 （金）に西根小学校、平野小学
校で「世界に飛び出そう！」のテーマで出前授業を行った。
【市民講座】
（1）11 月 8 日（金）ケーナ奏者で当会の八木倫明幹事が「世界の民謡名曲から学ぶ」と題して長井小学
校で市民に披露した。その模様は山形新聞に掲載された。( 前ページ参照 )
（2）2 月 21 日（金）日本福祉総合研究所所属で当会の高橋美恵子幹事が「保育って楽しいね」と題して
子育ての講座を行った。約 40 名の市民が参加した。

①総務・広報部会

②子育て・教育部会

梅津　　武

総務・
広報部会長

鈴木　　勉

子育て・
教育部会長

○当該年度は、大型書店での文庫カバーによる「長井」の PR、市役所作成による「長井」の PR チラシ
の首都圏での配布を 2 本柱に活動の計画であったが、市当局との連携に課題があり、当該年度は実施に
は至らなかった。
○8 月に長井会の全理事と長井市関係部署との情報共有の会が長井市であり、当部会からは遠藤が出席し
た。各関係部署からの現状報告をお聞きして、長井小学校の校舎リニューアルによる再活用等「長井の変化・
進化」を首都圏等のマーケットに伝える術の弱さが課題である、と改めて痛感した。
○我々の手で出来る事は何か？「長井」のために汗を流すことを厭わず一歩また一歩と前に進む事の重要
性を感じた1年であった。
「長井の変化・進化」に負けないパワーを持って、令和 2 年度は 2 本柱の実施とこれによる付加価値の拡
大に部会役員全員で取り組みたい。

③観光・移住部会

遠藤　　剛

観光・
移住部会長

○本部会がスタート以降大きな目標としてきたものつくりメーカー団体の長井市商工会議所工業会・西置賜
産業会と大田区工業会の交流を重ねてきました。工場見学や懇談を通じ相互の信頼のもとビジネス上の協
力、応援が少しずつ進んでいくものと確信します。高齢化、後継者難等々の環境下で長井市からの魅力の
ある誘致策も大いに期待されます。個別企業訪問も欠かせない活動です。
○6次産業化、ビジネスチャレンジコンテストのフォローは多大の関心のもと産業部会としての具体的なサポー
ト方策を検討していきます。特に醸造ぶどう生産への再挑戦は大きなテーマです。
○昨年 5 月、レインボープランの活動状況と現在の課題を関係者の方々から詳しくお聞きしました。家庭の
生ごみを分別回収し有機堆肥を作り農家はそれを使って農作物を作り消費者へ届けるという台所と農業をつ
なぐ循環を実現したということで 20 年余、国内外から高い評価を受けてきたという立派なレガシーだと思い
ます。“広報ながい” に掲載されているご意見からも、課題のいくつかは工夫と努力で解決できそうですし、

観光の目玉になりうると考えると前向きに討議していくテーマだと思います。
今までの活動をベースに令和 2 年度も地道な努力を続けていきます。

④産業部会

斎藤　雄三
産業部会長

1. 理事会　全 4回
2. 役員・幹事会
3. 山形県人東京連合会、友誼団体との交流

　イベントの検討、イベントのおける「長井の水」のPR、　
　長井に関係する著名人とのタイアップ PRの検討
2. 「長井」の観光等のPRチラシの首都圏での配布と拡大
　　⇒アルカディア観光局との適宜な連携
3. PRに有効な人脈の拡大とコネクションのパワーup

事 務 局

・出前授業 1回　鈴木勉理事
　タイトル「世界に飛び出そう！」（豊田小学校、伊佐沢小学校）
・市民講座 2回（8月　未定、1-3月　未定）

子育て・教育部会
1. 青年部会　理事・幹事会の開催　年 8回開催予定
2. 長井市への視察と意見交換会開催
　市長、市役所関係者、現地サポーター等との意見交換
3. 長井市 PR活動
　「ドンキホーテ山形フェアー」等
4. 東京事務所が行うイベントのサポート
　「おおた商い観光展」「あやめんご」「だがしや楽校」等
5. 「第 6回雪灯り回廊ＩＮ池上本門寺」の共催
6. おらんだラジオへの電話出演

青年部会

令和 2 年度　主な活動計画
1. 主要書店（三省堂書店）とのタイアップでの文庫本カ　
　バーPR　⇒上記に加えて、書店店頭での「長井」のPR

子育て・教育部会

1. 第 5 回総会交流会の開催（未定）
2. ふるさと長井会いも煮会の開催（未定）
3. 会報の発行
　第 4号の発送、第 5号の編集
4. 会員名簿の発行等
5. その他以下の具体化を検討
　会員拡大策、会員証の利便性向上の検討、ホーム　
　ページの拡充と周知
　会員のうちメールアドレスの登録促進

総務・広報部会
1. 産業部会の開催　年 2～3回
2. 長井市訪問
　＊市役所、ものつくりメーカー団体、個別企業との意見交換
　＊醸造用ぶどう生産と６次産業化の推進
　＊ビジネスコンテストのフォロー
3. 長井市工業会・西置賜産業会、大田区工業会の相互交流
　の促進
4. レインボープランの活性化（市役所 , 協議会等関係者との
　意見交換）

産業部会
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税務会計

教育研修

その他

経営に哲学を…

　　社内に一体感を…

　　　　社会に繁栄を…

株式会社トップマネジメント
長井税理士法人

長井市館町南1 0－5 7
TEL：0238－88－9159

経営支援



【令和元年度の主な活動報告】 【令和２年度　総会・交流会の延期についてのご連絡】

ふるさと長井会会員及びサポーター会員募集にご協力ください

１．総会・交流会（６月16日）
 （実行委員長　梅津武副会長）
　会場：プラザ・アペア（大田区西蒲田）117名出席

２．理事会
・第 1回（5月25日）
  各部会の活動、予算の決定、総会の流れの確認
・第 2回（10月9日）
  上半期の活動・予算執行の中間報告
・第 3回（1月25日）
  次期会長、理事候補者の選出
・第 4回 （3月）
  2019 年度の活動・予算執行の報告と2020 年度の活動案・
  予算案（メール会議）
３．役員・幹事会（6月16日）
  総会前の最終段取りと準備（6月23日）
４．会員の交流
  『ふるさと長井会いも煮会』(11月23日 )
 （実行委員長　工藤美知尋理事）
  会場：もー吉 ( 新宿区神楽坂） 60 名出席
５．「エフエムい～じゃん　おらんだラジオ」への出演（8月27日）
〔出演者〕安部会長、梅津副会長、桑島副会長、
　　　　 齋藤副会長、那須事務局長
〔内　容〕「ふるさと長井会について」市が提供する番組枠で、
　　　　本会の創立、現在の活動等

６．長井市との意見交換会（8月27日）　
　タスパークホテル

７．山形県人東京連合会、友誼団体との交流
1) 山形県人東京連合会（9月16日 第 81回 総会・県人まつり
　安部会長以下 12 名出席
　理事会、賀詞交換会（安部会長、工藤理事）
2) 東京川西会（5月19日安部会長、梅津副会長）
3) 東京いいで会（7月28日桑島副会長、那須事務局長）
4) 東京南陽会（9月23日　安部会長）
5) 関東致芳会（11月 9日　安部会長、梅津副会長、　安部
　義男理事）
6) 花回廊ようざんろーどをつくる会（12月 8日　桑島副会長）
7) 小国郷人会（2月22日　中止）

８．おらんだラジオへの『ふるさと長井会提供番組』
　9月より毎月第 2 水曜日17:45 ～18:00

９．報道
　第 1 回市民講座（11 月 8 日　八木倫明氏　「世界の民謡
　名曲から学ぶ」）山形新聞に掲載（11月13日）

（記事より　一部抜粋）
　長井市出身の県外在住者らでつくる「ふるさと長井会」（安
部浩会長）主催の市民講座が 8 日、同市の旧長井小学校第
一校舎で初めて開かれた。ケーナ奏者八木倫明さん（同市
出身）が講演し、演奏も披露した。
　八木さんは世界の民謡、名曲をテーマに講演した。自ら
訳詞を手掛けたイングランド民謡「広い河の岸辺」やペルー
の民族的歌芝居「コンドルは飛んで行く」の序曲などを例示
し、悲しい逸話や弾圧をきっかけに生まれた成り立ちを紹介。
「ままならない人生のつらさが反映され、誕生した名曲は多
い。音楽や料理などの創造的な作業は困難を乗り越える一
つの方法ではないか」と話した。
引き続き、ギタリスト清永充美さんと共に紹介した楽曲など
を演奏した。市民約 60人が参加した。

　6 月中旬に開催を予定していた総会・交流会ですが、新型コロナウィルス等の影響を考慮し、今秋以降に延期する
ことといたしました。今後の状況にもよりますが、開催に向けて役員で検討を進めてまいります。開催時期が決まりま
したら、改めて文書等でご案内いたします。

　ふるさと長井会では、一緒に長井を応援してくれる方を募集しています。会員の皆様におかれましては、長井市出
身の方はもちろん、会の目的である「ふるさと長井との交流及び情報交換を密にし、長井市の発展に寄与する」に
賛同してくれる方の勧誘をよろしくお願いいたします。なお、山形県外にお住まいの方は「会員」として、山形県内
にお住まいの方は「サポーター会員」となります。入会方法については下記をご確認ください。

〇入会方法
　ふるさと長井会入会申込書に必要事項をご記入のうえ、郵
送、電子メール、FAX のいずれかの　方法で下記の連絡先
までご連絡ください。ふるさと長井会入会申込書は長井市ホー
ムページよりダウンロードいただくか、長井市総合政策課まで
お問い合わせください。　
申込 用紙⇒「ふるさと長 井 会 会員を募 集します！」
(https://www.city.nagai.yamagata.jp/soshiki/sougoseisaku
/2/1/782.html)
〇連絡先・問合せ先
「ふるさと長井会事務局」（長井市総合政策課内）
　住所：〒993-8601　山形県長井市ままの上 5-1　
　電話：0238-87-0714　　FAX：0238-83-1070　
　E-mail：koryu@city.nagai.yamagata.jp

ふるさと長井会の会員数　４８７人
（令和 2 年 3月末現在）
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【 ご 挨 拶 】

　会員の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶
び申し上げます。
　ふるさと長井会が設立して４年目、会報４号が２０２０年、
令和２年に発刊するに至りました。会員の皆様の暖かいご
支援、ご協力にあらためて感謝を申し上げます。この４年
間を振り返ると、会がスタートして１年目は走りながら考え
行動するのが精一杯でした。２年、３年と経験を積んで漸
く活動も定着しつつあります。
　長井会の活動の特色は、全国版ビジネス誌コロンブスに
ふるさと恩返し活動と紹介されましたように、会員の親睦と
交流とふるさと長井を応援することを両輪に活動しているこ
とであり、他のふるさと会にみられない目的をもって活動し
ていることです。
　長井会の活動については市民の皆さんの理解が深まり、
小・中学生や高校生向け出前授業や大人向け市民講座が
始まり、市民の皆さんとの交流の場も生まれています。こ
れからも幅広い交流を活かし、ふるさと創生に協力，応援
を進めて参ります。皆様の変わらぬご支援ご協力と新しい
会員の勧誘にご協力いただき、ふるさとへの恩返しにお力添
えを賜わりますようお願い申し上げます。

　ふるさと長井会会員の皆様には日頃から、長井市に格別
のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　会員の皆様には、ますます活発に活動いただいており、
特に、今年度初めて開催いただいた「ふるさと長井会市民
講座」は市民にも大変好評で、市民の見識を広めるいい機
会を設けていただきました。
　長井市は、今年策定した「第２期長井市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」に基づき、第１期から継続して「教育・
子育て」を柱としながらも、「未来技術の活用」や「健康
寿命の延伸」などの新たな視点を取り入れながら、本市の
未来を担う子ども達や子育て世代にとって魅力あるまちづく
りを目指し “長井創生” をさらに加速させてまいります。超
少子高齢化や若者流出など人口減少が進む中、持続可能
な地域社会を創っていくためには、様々な分野において、
貴会からのお力添えが不可欠であると確信しております。
引き続き長井市にお力を貸していただき、ふるさと長井をま
すます盛り上げていただきますようお願い申し上げます。
　結びに、ふるさと長井会の益々のご発展と会員の皆様の
ご健勝、ご活躍を心からお祈り申し上げます。

安　部　　　浩 内　谷　重　治
ふるさと長井会会長 長井市長・顧問
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